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空 

き
家
と
は
　
居
住
な
ど
で
使
用
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
建
物

や
敷
地
の
こ
と
（
立
木
等
を
含
む
）

空
き
家

空
き
家

他他ひ
と
ご
と

ひ
と
ご
と

人
事
人
事
じ
ゃ
な
い

じ
ゃ
な
い
空
き
家

空
き
家
の
話
の
話

　

近
年
、
全
国
的
に
空
き
家
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
空
き
家
の
中
に
は
、
屋
根

が
落
ち
た
り
、
壁
が
崩
れ
た
り
す
る
な

ど
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
物
件

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
空
き
家
は
、

地
域
の
景
観
を
悪
く
す
る
だ
け
で
な
く
、

通
行
の
障
害
に
な
る
な
ど
、
周
辺
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
は
誰
も
が
当
事
者
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
身
近
な
問
題
で
す
。
早
目

に
空
き
家
の
現
状
を
把
握
す
る
な
ど
、

自
分
に
関
わ
り
の
あ
る
家
の
こ
れ
か
ら

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。　

特集

空
き
家
に
な
る
前
に
話
し
合
う

　

空
き
家
の
主
な
発
生
原
因
の
１
つ
と

し
て
、
実
家
に
住
む
親
の
施
設
へ
の
入

居
や
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
き
っ
か

け
に
、
突
然
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

急
に
空
き
家
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の

取
り
扱
い
を
す
ぐ
に
決
め
る
こ
と
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
が
元
気
な
う

ち
に
、
今
住
ん
で
い
る
家
へ
の
考
え
や

思
い
を
聞
い
て
お
く
こ
と
で
、
今
後
の

家
の
管
理
や
空
き
家
に
な
っ
た
と
き
の

対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

　

空
き
家
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
も
、「
誰
が
住
む
の
か
」「
売
る
の

か
貸
す
の
か
」「
解
体
す
る
の
か
」
な
ど
、

家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

増
加
す
る
鶴
岡
市
の
空
き
家

　

本
市
で
は
、
５
年
ご
と
に
市
内
の
空

き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、

空
き
家
数
が
４
、０
３
５
棟
と
、
前
回

の
調
査
か
ら
４
５
３
棟
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
内
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
な
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平成27年 令和２年 令和７年

空き家数（棟） 空き家率（％）

鶴岡市の空き家数及び空き家率

2,806
3,582

4,035

5.1

6.4
7.6

各地域の内訳（令和７年度）

地域 空家数 空き家率
鶴岡地域 2,738 7.1％
（内市街地） 1,672 6.5％
（内郊外地） 1,066 8.4％
藤島地域 289 7.6％
羽黒地域 190 6.5％
櫛引地域 155 5.7％
朝日地域 148 9.8％
温海地域 515 14.4％
合計 4,035 7.6％

2222222222222222222222222222222222222222222222222222

周囲に悪影響。トラブルの元にも！

放置した空き家が起こすリスク

①不審者が侵入する
②ごみを捨てられる
③動物や害虫の住みかになる
④ 屋根瓦や窓ガラスが落下して、通行人など
にけがをさせてしまう
⑤ 樹木や雑草が生い茂り、隣地や道路にはみ
出し、通行などの障害となる

◆
問
合
せ　

管
理
不
全
の
空
き
家
に
つ
い
て
…
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
２
４
７

　
　
　
　
　

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
…
本
所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
１
５　

ど
最
も
危
険
度
が
高
い
空
き
家
と
判
定

さ
れ
た
の
は
４
０
７
棟
と
、
令
和
２
年

度
調
査
の
１
８
４
棟
か
ら
倍
以
上
に
増

加
。
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
率
を
見
る
と
、
温
海

地
域
や
朝
日
地
域
で
高
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
５
年
間
で
は
、
鶴
岡
地
域

の
市
街
地
と
羽
黒
地
域
で
大
き
く
増
え

ま
し
た
。
空
き
家
は
、
特
定
の
地
域
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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自分でできる管理方法

内部　建物を傷めないために、できるだけ頻繁に
通風・換気

全ての窓や収納扉
を開放し、換気扇を
運転しましょう　

通水　
防臭・防虫のため各蛇
口の通水を行い、排水
口に水を流しましょう　

掃除　
人はいなくてもほこり
は出ます。室内の簡単
な掃除をしましょう

外部　ご近所の迷惑にならないよう、念入りに
郵便物整理　

ポストや玄関に投かん
された郵便物・配布物
を整理しましょう

敷地内清掃　
敷地内の落ち葉やごみ
の清掃をしましょう

草取り・庭木せん定　
敷地から越境している 
庭木の枝・ツルのせん
定や消毒をしましょう

点検　大雨や台風、地震の後は、建物が傷んでいる可能性あり
雨漏りの有無
全ての部屋を確認
しましょう

建物の痛み
立て付けに異常がない
かも確認しましょう

設備の痛み
水漏れなどがないか
確認しましょう

指導
市の調査によって、「管理不全空家」と
判定された空き家の所有者等は、必要な
措置を行うよう指導されます

勧告
指導後も状態が改善されず、「特定空家」
になるおそれがある場合、空き家の所有
者等に対し勧告を行います

固定資産税の特例解除
勧告を受けた状態で翌年１月１日を経過
すると、固定資産税等の住宅用地特例か
ら外れ、土地にかかる税額が上がります

放置した空き家に起きるリスク 空
き
家
へ
の
対
策
を
強
化

　

市
は
、
空
き
家
の
適
切
な
管
理
が
行

え
る
よ
う
、
空
き
家
に
関
す
る
相
談
窓

口
の
開
設
や
補
助
金
の
交
付
等
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
危
険
度
が
高
い
空
き
家
の

増
加
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で

す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
令
和
7
年
か

ら
空
き
家
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
１
つ
が
早
い
段
階
で
の「
指
導
」

や
「
勧
告
」
の
実
施
、
そ
し
て
「
固
定

資
産
税
の
住
宅
用
地
の
特
例
解
除
」
で

す
。
空
き
家
所
有
者
の
当
事
者
意
識
を

高
め
な
が
ら
、
周
囲
に
著
し
い
悪
影
響

を
及
ぼ
す
特
定
空
家
等
に
な
る
前
に
早

目
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
は
放
置
せ
ず
、
適
切
に
管
理

し
て
く
だ
さ
い
。

空き家を適切に管理しましょう空き家を適切に管理しましょう

定期的な点検と管理が大
切です。人が出入りをし、
適切に管理することで、
建物の老朽化を遅らせる
ことができます。

も
し
、
空
き
家
を
管
理
で
き
な
い
場
合
は
…

　
老
朽
化
が
進
む
ほ
ど
、
そ
の
後
の
活
用
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
専
門
家
に
相
談
す
る
な
ど
し

て
、
家
財
等
の
整
理
・
処
分
を
行
い
な
が
ら
、

売
却
・
賃
貸
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

改善されない場合

改善されない場合

空き家になった！
可能性
あり

管理不全空家
窓や壁が破損して
いるなど、管理が
不十分な状態

特定空家
そのまま放置する
と倒壊等のおそれ
がある状態

空き家すごろくもやってみてね

特例解除
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　空き家を「売りたい」「貸したい」と希望す
る所有者が登録し、空き家の利用希望者へ紹介
するサービスである〝空き家バンク〟。
　本市では、専門家、民間事業者、鶴岡市が連
携して、平成25年に立ち上げた「つるおかラ
ンド・バンク」が取り組んでいます。令和７年
度の相談件数は、所有者からが94件、利用希望
者からが129件に上ります。
　つるおかランド・バンクで、空き家の相談に
対応しているスタッフにお話を伺いました。

本市の空き家利活用等に関する補助金を紹介します。各事業の詳しい情報は市ホームページでご確認ください。

空
き
家
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

―
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
が
お
手
伝
い

売
り
た
い
・

貸
し
た
い

住宅リフォーム支援事業補助金
自ら居住する住宅をリフォームする方
に、工事費用の一部を補助します。
空き家活用等の場合に加算があります。

空き家の活用などに補助金を活用しませんか

ともに宅地建物取引士の資格を持つ
佐藤浩之さんと丸谷和香さん

NPO法人 つるおかランド・バンク
ほなみ町１‐２
☎64‐1567　FAX64‐1588
　landbank@t-landbank.org
月曜～金曜日午前９時～午後６時
※事前に予約してください。

空き家の
所有者

空き家の
利用希望者

買
い
た
い
・

借
り
た
い提案

申込み

情報提供

登録

売買・賃貸借
の交渉・契約

売買・賃貸借
の交渉・契約

危険空き家等解体補助金
老朽化し危険な状態の空き家の解体を
行う方に、解体費用の一部を補助しま
す。

木造住宅耐震診断事業
自ら居住する住宅について、耐震診断
士が耐震診断と補強計画を作成します。
補強工事を行う場合に補助もあります。

鶴岡市空き家適正管理補助金
住民自治組織等地域団体が地域内の空
き家に対して行う、草刈や簡易な補修、
立木の伐採などの費用に補助します。

プロジェクトチーム
宅地建物取引業者など
の専門家が物件の取引

売

た
い

空き家バンクによるマッチングの仕組み

　

私
た
ち
は
、
管
理
さ
れ
な
い
空
き

家
を
減
ら
す
た
め
に
、
専
門
家
や
民

間
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
空
き

家
の
購
入
、
売
却
、
管
理
、 

相
続
等

様
々
な
相
談
に
対
応
す
る
窓
口
で
す
。

　

お
客
様
の
相
談
に
対
し
、
現
地
調

査
か
ら
具
体
的
な
解
決
策
の
提
案
、 

協
力
事
業
者
の
紹
介
ま
で
、
解
決
に

向
け
て
継
続
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
空
き
家
は
ま
す
ま
す
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
売
り

物
件
が
多
く
な
る
ほ
ど
に
、
売
れ
る

可
能
性
は
低
く
な
り
ま
す
。
早
目
に

現
状
を
知
り
、
少
し
で
も
早
く
動
く

こ
と
が
解
決
へ
の
近
道
で
す
。

　

現
在
空
き
家
を
所
有
す
る
方
も
、 

い
つ
か
空
き
家
に
な
る
家
の
方
も
、

こ
の
機
会
に
ご
家
族
で
話
し
合
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
後

の
方
針
を
決
め
て
お
く
こ
と
で
、
相

続
と
活
用
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、 

私

た
ち
も
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

 

「
手
放
し
た
い
け
ど
何
か
ら
始
め
た

ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
お
悩
み
に
も
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相談は、早ければ早いほど、解決につながります



広報つるおか　2026 . 75

移住者　×　空き家
本市に魅力を感じ、新しい生活を始めた移住者が増えています。空き家を購入した移住者に話を聞きました。

全日本不動産協会山形県本部  空き家相談窓口
相談等の連絡を頂くと、お近くの相談員が対応
　　　月曜～金曜日午前10時～午後４時
　　　同協会山形県本部☎023‐665‐0100

空き家について考える機会があります

売れない空き家セミナー
空き家の適正管理や手放す方法を解説
　　　７月26日（日）午前10時、午後２時
　　　にこ♥ふる　　　　　  36人
　　　 ７月８日（水）～25日（土）に㈱ベ

リーベスト☎0120‐162‐061へ

やまがた終活セミナーin鶴岡
終活の基本からエンディングノートの書き方まで
　　　８月12日（水）午後１時…講演、実践　
　　　　　　　　　　 ３時15分…個別相談会
　　　にこ♥ふる　　　　　  先着50人
　　　 佐々木悦子氏（日本エンディングサポート

協会理事長）
　　　 ８月５日（水）まで本所都市計画課☎35‐

1315へ

他人事じゃない空き家の話
特集

　横浜市でレストランを経営していましたが、自然
豊かな鶴岡でお店を開きたいと思い、４年前に移住
を考え始めました。　
　移住の際に空き家を希望したのは、新築よりも初
期費用を抑えられると思ったからです。空き家を探
す際は、つるおかランド・バンクに相談しました。
スタッフの対応が丁寧で、希望を細かく聞きながら、
それに合わせていくつも候補を出してくれました。
　最大の決め手となっ
たのは、お客様の席か
らの景観です。既存の
空き家と景観を生かし
てリノベーションがで
きたので、とても満足
しています。

　シーズ在学時は寮で暮らしていましたが、卒業後
に鶴岡市で就農するため、市内で空き家を探しまし
た。探す際には、元ＪＡ職員もいるシーズのスタッ
フに相談。知り合いの農家さんに声を掛けていただ
き、数件紹介してもらうことができました。
　空き家を購入する人にとって、見た目の良さはや
はり大事です。購入した空き家は築40年でしたが、
前の家主さんが大工だったので、作りが頑丈で、管
理がしっかりされてい
たことも、決めた大き
な理由ですね。
　私は農家なので、農
家として活用できる家
かどうかも、判断基準
としました。

Ｉターン
江
え べ

辺 高
たかし

志さん
令和４年に農業経営者育成
学校SEADS（シーズ）入校。
卒業後も本市に定住し営農す
るため、空き家を購入した。
狩猟免許を取得し猟友会にも
所属。

茂
しげた

田 剛
たけし

さん・千
ちづる

鶴さん
本市出身の千鶴さんと
横浜市出身の剛さんは、
令和６年に本市に移住。
空き家を購入し、フレ
ンチを提供するお店に
改修した。

外装は改修の必要がなかった 客席から田園と山々が一望できる

空き家無料相談会
日　時　 ８月８日（土）、11月７日（土）

午前10時～正午
場　所　勤労者会館
問合せ　 本所都市計画課☎35‐1315

またはつるおかランド・バン
ク☎64‐1567へ

宅地建物取引業協会、土地家屋調査士会、
司法書士、行政書士、解体業等が対応

 UＩターン

受  付
問合せ

日  時
場  所
申込み

定  員

日  時

場  所 定  員
講  師

申込み

こんな相談に対応していますこんな相談に対応しています
●相続の手続きを進めたいが、方法が分からない
● 実家が空き家になりそうだが、遠方に住んでいるため
管理が難しい
●空き家の解体費用と、補助金について詳しく知りたい
● 相続した住居や土地を売却したいが、売れないときは
どうしたら良いか
●隣の空き家の木が越境してきて駐車がしにくい
●鶴岡で商売するための空き家を探している　　　など

困ったときはひとまず相談してください
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

令和８年鶴岡市平和の集い・資料展
■問本所総務課☎35‐1114

■ステージ発表
■日８月８日○土午後１時30分　■場中央公民館　
■内合唱、体験談、朗読
■資料展示　
◇〝平和なまち〟絵画コンテスト2025の作品展示
■日８月８日○土～10日○月午前９時～午後5時（８日は午後１
時30分から、10日は午後４時まで）　■場同館
◇資料が伝える戦時下の鶴岡
■日 8月８日○土～30日○日午前９時30分～午後５時　■場郷土資
料館　■他ギャラリートーク（■日９日○日午後１時30分）あり

熱中症を予防しましょう
■問本所環境政策課☎26‐0139

◆こまめに水分を補給しましょう
・喉が渇いていなくても、こまめに水分補給
・たくさん汗をかいたときは、塩分も摂取
◆暑さを避けましょう
・涼しい服装で過ごし、外出時
　には日傘や帽子を着用
・熱中症警戒アラート発令中は
　できるだけ外出を控える

◆エアコンや扇風機を上手に使いましょう
・室内での熱中症を防ぐため、我慢せずにエアコンや
　扇風機を利用し、適切な温度に調節
◆クーリングシェルター（涼み処）
　を活用しましょう
・危険な暑さからの避難先として
　ご利用ください

　熱中症の原因は、「環境」「からだ」「行動」によるものが考えられます。暑い日が続くため、以下の点に気を
付けましょう。

　世界の恒久平和実現は、人類共通の願いです。
　しかし、いまなお武力紛争等により尊い生命が
奪われ、世界の平和に大きな脅威がもたらされて
います。世界唯一の被爆国である日本に住む私た
ちは、核兵器をはじめとする大量破壊兵器の速や
かな廃絶を訴えます。
　私たち鶴岡市民は戦争のない永遠の平和と文
化の構築を強く決意し、ここに「平和都市」を宣
言します。

鶴岡市平和都市宣言

市HP

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

　本市は、平成23年に「平和都市」を宣言しています。平和の尊さを再認識し、2度と戦争を起こさない
誓いを新たにしましょう。

　市民が主役のまちづくりを推進するために、まちづ
くり活動や、行政との協働事業の活動費に補助します。

■補助対象経費
　講師への謝礼、資料印刷代、イベント保険料等（コ
　ースによって上限額が変動）
■申請期間
●基本コース
　7月 1日○水～31日○金
●学生・パートナーコース
　来年１月29日○金まで随時
※予算がなくなり次第募集終了。
※締切日の２週間前までに要事前相談。

市民まちづくり活動促進事業（後期募集） 

市民の皆さんが行うまちづくり活動を支援します
■問本所地域振興課☎35‐1191または各地域庁舎地域づくり推進課へ

■対象事業
●基本コース
　鶴岡らしさ・地域特性を生かしたまちづくり活動
●学生コース
　学生が自発的に行う地域についての学び、または
　まちづくりに取り組む活動
●パートナーコース
　市施設の整備・修繕や市管理用地の利活用

詳しくはこちら
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鶴岡市職員採用試験【令和９年４月１日採用予定】

■問本所職員課☎35‐1159、荘内病院総務課☎26‐5111

▲

 初級行政・初級土木・初級建築・初級電気・初級行政（障害者対象）・保育士・技能職・上級行政（社会人経験者）
　・ＵＩＪターン枠（社会人経験者）・消防士・消防士（職務経験者）
▷１次試験　９月１日○火～13日○日に全国の試験会場（テストセンター）でオンライン受験
▷ ２次・３次試験　 １次試験に合格した方を対象に、10月に実施予定
　　　　　　　　　（消防士以外は市役所本所等、消防士〈２次試験までで終了〉は消防本部で実施）　
▷申込み　・ 試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載

▲

  薬剤師・看護師［助産師］・臨床工学技士・言語聴覚士
▷適性検査　 ８月31日○月～９月20日○日に全国の試験会場（テストセンター）でオンライン受験
▷ 面接試験　９月27日○日に荘内病院またはオンラインで実施
▷申込み　・ ７月６日○月～８月21日○金に市HP「電子申請」で手続き、または
　　　　　　応募書類を同院総務課に郵送（21日○金までの消印有効）　
　　　　　・ 試験案内は同院HPに掲載▲

カムバック採用　
▷申込み　試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載

■募集職種・受験資格

募集職種 受験資格（各職種で全ての要件を満たす方）
初級行政・初級土木
初級建築・初級電気

平成17年４月２日～21年４月１日に生まれた方
（４年制大学を卒業した方及び卒業見込みの方を除く）

初級行政
（障害者対象）

平成17年４月２日～21年４月１日に生まれ、障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳）をお持ちの方（４年制大学を卒業した方及び卒業見込みの方を除く）

保育士 昭和62年４月２日以降に生まれ、保育士・幼稚園教諭資格の両方を取得している方または令和
９年３月末までに取得見込みの方

技能職 昭和62年４月２日～平成21年４月１日に生まれた方

上級行政
（社会人経験者）

昭和41年４月２日～平成４年４月１日に生まれ、民間企業等での職務経験が直近 7年の内 5年
以上ある方

ＵＩＪ
ターン枠
（社会人
経験者）

上級土木
上級建築
上級電気

各職種で①～⑤全ての要件を満たす方
①昭和41年４月２日～平成17年４月１日生まれ
②庄内地域以外に本社・本庁を置く民間企業・公的機関等において設計業務、施工管理等の経験 
　がある
③令和８年８月23日時点で、庄内地域以外に在住している
④採用後、鶴岡市内に定住する意向がある
⑤上級土木…技術士、技術士補、土木施工管理技士またはRCCM（シビルコンサルティングマネ　 
　ージャー）の有資格者　上級建築…建築士または建築施工管理技士の有資格者　上級電気…電 
　気主任技術者または電気施工管理技士の有資格者

消防士 平成９年４月２日～21年４月１日に生まれ、原則として採用後鶴岡市に居住することができ、
普通自動車運転免許を有する方または令和９年３月末までに取得見込みの方

消防士
（職務経験者）

平成４年４月２日以降に生まれ、原則として採用後鶴岡市に居住することができ、山形県外で消
防士として職歴が３年以上ある現職の方

薬剤師 昭和52年４月２日以降に生まれ、薬剤師免許を取得している方または令和９年４月末までに取
得見込みの方

看護師［助産師］ 昭和42年４月２日以降に生まれ、看護師または助産師免許を取得している方または令和９年４
月末までに取得見込みの方

臨床工学技士 平成４年４月２日以降に生まれ、臨床工学技士免許を取得している方または令和９年４月末まで
に取得見込みの方

言語聴覚士 平成４年４月２日以降に生まれ、言語聴覚士免許を取得している方または令和９年４月末までに
取得見込みの方

カムバック
採用

行政職
保健師
土木技師
建築技師
電気技師

令和９年４月１日時点で60歳未満で、次の①～③全てに該当する方
①自己都合で退職した元鶴岡市正職員で、各募集職種として１年以上の実務経験がある
②採用予定日時点で鶴岡市を退職後10年以内
③鶴岡市在職期間中に処分を受けておらず、退職から復職までの間に懲戒処分に該当する行 
　為がない

■■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■試験日時・会場・申込み

電子申請サービス市HP

同院HP 



8

歯
周
病
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

■日
７
月
１
日
○水
〜
12
月
31
日
○木
の
開
院
日

■場
山
形
県
歯
科
医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医

療
機
関　

■対
今
年
度
中
に
20
歳
・
30
歳
・
40

歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
方
（
40
歳

総
合
健
診
で
受
診
予
定
の
方
は
除
く
）　

■内

問
診
、
歯
周
組
織
検
査　

■費
１
、
５
０
０
円

（
70
歳
は
無
料
。
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ

り
〈
要
事
前
申
請
〉）　

■持

受
診
券　

■問
健
康
課
（
に
こ

♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ

く
り
推
進
課
へ　

■他
医
療
機

関
に
要
予
約　

令
和
８
年
度
の
介
護
保
険
料
が 

決
定
し
ま
し
た

　

７
月
13
日
○月
に
令
和
８
年
度
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
保
険
料
の
決

定
方
法
等
は
同
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

■対
65
歳
以
上
の
方　

■
納
付
方
法　

▽
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
月

・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・
来
年
２

月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き　

▽
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
同
通
知
書

に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

付
。
納
期
は
年
８
回
（
７
月
〜
来
年
２
月
の

毎
月
）　

■問
納
付
の
相
談
…
本
所
納
税
課
☎

35
‐
１
１
８
３　

賦
課
内
容
…
本
所
長
寿
介

護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

地
域
づ
く
り
推
進
課
へ　

■他
特
別
徴
収
か
ら

普
通
徴
収
へ
の
切
替
え
は
不
可

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が 

更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○金
で
す
。
８
月
１
日

○土
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
、
７
月
末

ま
で
に
封
書
で
送
付
し
ま
す
。
届
い
た
ら
必

ず
開
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

期
限
の
切
れ
た
負
担
割
合
証
は
、
破
棄
す

る
か
、
市
担
当
窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
へ

介
護
保
険
の
負
担
限
度
額
認
定
証
・ 

軽
減
確
認
証
の
更
新
時
期
で
す

　

認
定
証
、
確
認
証
を
お
持
ち
の
方
に
申
請

書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
遅
れ

る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
昨
年
度
該
当
し
な
か
っ
た
方
で

も
、
今
年
の
８
月
１
日
以
降
に
要
件
を
満
た

せ
ば
、
認
定
証
、
確
認
証
の
交
付
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
交
付
を
受
け

た
い
方
は
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
７
７
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進

課
へ　

■他
市
HP

家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
３
以
上
（
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
１
年

間
利
用
し
て
い
な
い
（
福
祉
用
具
貸
与
、
特

定
福
祉
用
具
販
売
、
住
宅
改
修
及
び
年
間
10

日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
除
く
）
寝

た
き
り
高
齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方　

■
支
給
額　

10

万
円　

■持
介
護
者
名
義
の
市
内
金
融
機
関
の

通
帳　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
35
‐
１
２
７
４

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
へ

国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書･

資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
の
資
格
確

認
書
、
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
○金
で
す
。
期
限
の
切
れ
た
も
の

は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
は

別
々
の
封
筒
で
送
付
し
ま
す
　
８
月
１
日
○土

か
ら
使
用
す
る
資
格
確
認
書
、
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
は
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と
め

て
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
分
が

届
い
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
資
格
確
認
書
等
の
受
け
取
り
方
の
変
更

本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域

づ
く
り
推
進
課
の
窓
口
で
受
け
取
り
た
い
場

合
や
、
世
帯
主
以
外
の
宛
名
で
の
送
付
を
希

望
す
る
場
合
は
、
７
月
17
日
○金
ま
で
届
出
が

必
要
で
す
。

▼
新
し
い
資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
　
令
和

医
療

下
水
道
事
業
経
営
審
議
会 

公
募
委
員
募
集

　

公
共
下
水
道
事
業
、
集
落
排
水
事
業
及
び

浄
化
槽
事
業
の
運
営
等
に
つ
い
て
審
議
す
る

同
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
・
非

常
勤
の
公
務
員
を
除
く
）　

①
今
年
10
月
１

日
時
点
で
18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
に
住

民
登
録
が
あ
る
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■申
７
月
31
日
○金
ま
で
申
込
書
を
下
水

道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１
へ
（
郵
送
は

当
日
必
着
）　

■他
市
HP

８ハチ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０ 

よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
21
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過
去

に
受
賞
し
た
こ
と
が
あ
る
方
を
除
く
）　

■申

８
月
17
日
○月
ま
で
に
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会

に
加
入
し
て
い
る
歯
科
医
院
へ
（
そ
の
場
で

無
料
歯
科
健
診
を
実
施
）　

■問
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
ま
た
は
市
内

歯
科
医
院
へ

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市
政

健
康
・
福
祉
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９
年
７
月
31
日
（
た
だ
し
、
令
和
９
年
７
月

31
日
ま
で
に
70
歳
に
な
る
方
と
75
歳
に
な
る

方
は
、
自
己
負
担
割
合
の
変
更
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
制
度
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
有

効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。
期
限
が
切
れ
る
前

に
、
改
め
て
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
の
い
ず
れ
か
を
送
付
し
ま
す
）

▼
新
し
い
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
有
効
期

限
　
▽
70
歳
未
満
…
有
効
期
限
の
表
示
な
し

▽
70
歳
以
上
…
資
格
確
認
書
と
同
じ

▼
介
護
施
設
入
所
者
や
寝
た
き
り
等
の
方

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
た
方
も
、
資
格
確
認
書

の
交
付
を
申
請
で
き
ま
す
（
代
理
申
請
可
）。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
へ　

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用 

認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○金
で
す
。

現
在
認
定
証
を
お
持
ち
で
、
８
月
以
降
に
負

担
区
分
が
「
オ
」
ま
た
は
「
低
Ⅱ
」
と
な
る

方
に
は
、
７
月
上
旬
に
更
新
案
内
・
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間　

７
月
１
日
○水
〜
10
日
○金　

■持
申
請
書
、
対
象
者
の
資
格
確
認
書
・
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
（
１
年
間
で
91
日
以
上
の

長
期
入
院
に
該
当
す
る
方
は
、
領
収
書
な
ど

の
入
院
を
証
明
す
る
書
類
も
必
要
）、
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書

　

認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
、
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

っ
た
医
療
費
（
食
事
代
を
除
く
）
は
、
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に

は
診
療
月
の
約
３
か
月
後
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
へ　

■他

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
利
用
の
登

録
を
し
て
い
る
場
合
、
医
療
機
関
で
の
限
度

額
認
定
証
の
提
示
が
不
要
の
場
合
あ
り

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書
ま
た
は 

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確

認
書
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○金
で
す
。
８

月
１
日
○土
か
ら
使
用
す
る
資
格
確
認
書
、
ま

た
は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
は
７
月
末
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
も
の
は
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額 

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

令
和
８
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
令
和
７
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

■
発
送
日　

７
月
15
日
○水　

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、
原
則
、
年
金

支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12

月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口

座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
８
回
（
７
月
〜

来
年
２
月
の
毎
月
）　

■問
本
所
国
保
年
金
課

☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域

づ
く
り
推
進
課
へ

長
期
入
院
該
当
日
が
記
載
さ
れ
た
後
期
高 

齢
者
医
療
資
格
確
認
書
を
お
持
ち
の
方
へ

　

現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」
で
、
１

年
間
で
91
日
以
上
の
長
期
入
院
に
該
当
し
て

い
る
方
の
内
、
更
新
手
続
き
が
必
要
な
方
に

は
、
７
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
類
を
送
付
し

ま
す
。
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
忘
れ
ず
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
へ

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

■
発
送
日　

７
月
15
日
○水　

■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方　

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月

・
12
月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引

き　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
９
回
（
７

月
〜
来
年
３
月
の
毎
月
）　

■問
本
所
課
税
課

☎
35
‐
１
１
７
６　

■他
納
税
通
知
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
加
入
者
、
所
得
等
の
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る 

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■対
小
学
生　

■内
税
金
全
般
、
納
税

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文　

■対
中
学
生　

■内
税
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０

０
字
以
内
）

▼
共
通　

■申
８
月
31
日
○月
ま
で
本
所
納
税
課

☎
35
‐
１
１
８
３
へ　

■他
入
賞
者
に
賞
状
と

副
賞
を
贈
呈

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る 

の
が
難
し
い
方
へ

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ
と
で
、
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。
学
生
は
学

生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
や
失
業

し
た
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の
あ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）

を
添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
本
人
の
前
年
所

得
が
審
査
の
対
象
外
と
な
る
特
例
が
あ
り
ま

す
。

▼
申
請　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告
を
済
ま
せ

て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。今
年
度
分（
７

月
〜
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対
象
）
は
、

７
月
１
日
○水
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

税
・
年
金
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て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

▼
電
子
申
請　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域
づ
く
り

推
進
課
へ　

■他
HP

家
賃
や
引
っ
越
し
費
用
を
補
助
し
ま
す 

鶴
岡
市
結
婚
生
活
支
援

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯　

①
令
和
８

年
１
月
１
日
〜
９
年
３
月
31
日
に
婚
姻　

②

住
宅
が
市
内
に
あ
り
、
夫
婦
ま
た
は
そ
の
一

方
の
住
民
票
の
住
所
が
当
該
住
宅
の
住
所
で

あ
る　

③
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円

未
満　

■
対
象
経
費　

住
居
費
（
家
賃
、
敷

金
、
礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料
）
及
び

引
っ
越
し
費
用　

■
補
助
上
限
額　

夫
婦
と

も
に
39
歳
以
下
の
世
帯
…
上
限
30
万
円　

夫

婦
と
も
に
29
歳
以
下
の
世
帯
…
上
限
60
万
円　

■申
７
月
１
日
○水
〜
来
年
３
月
31
日

○水
に
本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１

１
９
１
へ

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

の
貸
付
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
子
供
の
入

学
準
備
、
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
の
授
業

料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
母
や
父
が
就

職
等
の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
場
合
の
資

金
等
が
あ
り
ま
す
。

■対
▽
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の 

子
供
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

▽
寡
婦
福

祉
資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20

歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

26
‐
７
０
４
３　

■他
一
定
の
収
入
が
あ
る
方

は
利
用
不
可
。
貸
付
に
審
査
が
あ
る
た
め
要

事
前
相
談

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〞 

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
緩
み
等
か
ら
、
交
通
事
故
や
青
少

年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民

総
ぐ
る
み
で
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

７
月
21
日
○火
〜
８
月
20
日
○木

■
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
防
止　

▽
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅　

▽
海
・
山
・

川
で
の
事
故
防
止　

▽
身
近
な
犯
罪
等
の
防

止　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

　

最
優
秀
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
市
内
各

所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
各
種
チ
ラ
シ
や
啓
発

物
品
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ　
「
交
通
安
全
」
に
関
す
る
こ
と　

■
部
門　

小
学
生
の
部
、
一
般
の
部
（
中
学

生
以
上
）　

■
規
定　

１
人
１
点
で
著
作
権

に
抵
触
せ
ず
、
自
作
未
発
表
の
も
の
、
交
通

安
全
を
啓
発
す
る
標
語
の
記
載
が
あ
る
も
の　

■
規
格　

四
つ
切
り
サ
イ
ズ
縦
書
き　

■
各

賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
・
佳
作
数
点　

■申
作
品
の
裏
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
交
通

安
全
標
語
・
住
所
・
連
絡
先
・
学
年
ま
た
は

年
齢
を
記
載
し
、
８
月
28
日
○金
ま
で
直
接
ま

た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
で
本
所
防
災

安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４
へ

人
権
に
関
す
る
相
談
は 

次
の
方
に
！

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
加
藤
孝
夫　

▽
地
主
幸
平　

▽
庄
司
敏
明　

▽
中
野
恵　

▽
今
野
和
惠　

▽
金
内
淳　

▽

齋
藤
将　

▽
五
十
嵐
礼
子　

▽
渡
會
悟　

▽

五
十
嵐
司　

▽
押
井
五
月　

▽
小
鷹
真
也

▽
叶
野
勉　

▽
成
澤
浩
亮　

▽
田
村
廣
実

▽
加
藤
星　

▽
加
藤
完
治　

▽
五
十
嵐
順
子　

▽
五
十
嵐
一
明　

▽
蓮
池
昇　

▽
平
藤
博
巳　

▽
土
田
浩
和　

▽
佐
藤
利
浩　

▽
清
野
美
智

子　

▽
齋
藤
元
雄　

▽
佐
藤
由
美　

▽
武
田

綾
子　

▽
五
十
嵐
真
弓

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

７
月
は
強
調
月
間
で
す 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

市
で
は
「
鶴
岡
市
再
犯
防
止
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、「
み
ん
な
で
支
え
あ
い
、
誰
一

人
取
り
残
さ
ず
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
更
生
保
護
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
で
安
心
な
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２

５
２鶴

岡
市
小
規
模
修
理
修
繕
契
約

希
望
者
登
録
制
度
の
ご
案
内

　

同
制
度
は
、
市
内
の
小
規
模
事
業
者
の
受

注
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
登

録
の
あ
る
事
業
者
は
、
市
が
発
注
す
る
小
規

模
な
修
理
修
繕
の
際
、
業
者
選
定
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
小
規
模
な
修
理
修
繕　

内
容
が
軽
易
か
つ

実
施
が
容
易
で
あ
り
、
契
約
予
定
金
額
が
50

万
円
以
下
の
も
の　

■対
鶴
岡
市
競
争
入
札
参

加
資
格
者
名
簿
（
建
設
工
事
）
に
登
載
さ
れ

て
い
な
い
市
内
事
業
者　

■申
本
所
契
約
管
財

課
☎
35
‐
１
１
５
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地

域
づ
く
り
推
進
課
に
申
請
書
類
を

提
出　

■他
市
HP

焼
畑
な
ど
で
土
地
に
火
入
れ
を

す
る
と
き
は
市
へ
の
届
け
出
を

　

申
請
書
に
実
施
地
の
見
取
り
図
を
添
付
し

て
、
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
火
入
れ
従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅

等
は
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■他
申

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

生
活
・
そ
の
他

CMアニメ
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　受賞作品は、市公式YouTubeチャンネルで
配信している『エクストリーム出社in鶴岡
No. １温泉入って出社』。鶴岡市で暮らすサラ
リーマンが早起きして様々な活動を楽しむ企画
です。
　出社前に温泉に入れるという鶴岡ならではの
暮らしを通じ、温泉を観光資源ではなく「生活

の質」と再定義して移住後の日常を想起させる
マーケティング視点や、職員自ら撮影・編集を
行う圧倒的コスト効率と企画力などが高く評価
されました。
　今後も、広報紙やSNS等を
活用しながら、本市の魅力を
積極的に発信していきます！

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

鶴岡市のショート動画が全国広報コンクールの映像部門で入賞！

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

除
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
事
故
防
止
の
た

め
、
作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
風
の
な
い
早
朝
や
夕
方
に

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
７
月
５
日
○日　

▽
午
前
５
時
〜
７
時
…
櫛

引
地
域
【
田
沢
川
、
角
田
川
、
水
無
川
、
相

模
川
、
山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
６
時

〜
７
時
…
鶴
岡
地
域
【
降
矢
川
（
中
山
地
内
）、

藤
倉
川
（
中
山
地
内
）、
大
戸
川
（
大
広
〜

大
荒
）、
大
山
川
（
石
山
橋
〜
新
橋
）（
坂
野

下
〜
新
橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
〜
大
山

川
合
流
点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷
〜
東
目
）、
三

瀬
川
（
水
無
〜
三
瀬
川
河
口
）、降
矢
川
（
三

瀬
地
内
）】、
藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒

地
域
【
藤
島
川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒

川
】、
朝
日
地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青

竜
川
、
倉
沢
川
、
戸
沢
川
等
】　

▽
午
前
６

時
〜
８
時
…
鶴
岡
地
域
【
内
川
左
岸
（
坂
本

橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〜
内
川
橋
）、
内
川
右

岸
（
割
目
橋
〜
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〜

三
次
郎
橋
）】、
温
海
地

域
【
五
十
川
、
温
海
川
、

庄
内
小
国
川
、
鼠
ヶ
関

川
等
】　

■問
本
所
土
木

課
☎
35
‐
１
４
０
３
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業

建
設
課
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
５
日
○日　

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
〜
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時
〜

７
時
…
三
瀬
海
岸　

▼
７
月
12
日
○日　

▽
午
前

６
時
〜
７
時
…
小
波
渡
海

岸　

▽
午
前
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
…
加
茂
海
岸　
　

■問
海
岸
地
域
の
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す 

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　

お
近
く
の
会
場
で
、
忘
れ
ず
に
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。

■場
・
■日
▽
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…

７
月
22
日
○水
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
…
22

日
○水
午
後
１
時
〜
２
時　

▽
湯
野
浜
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…
22
日
○水
午
後
２
時
30
分

〜
３
時
30
分　

▽
農
村
セ
ン
タ
ー
…
23
日
○木

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

▽
出
羽

商
工
会
本
所
…
24
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分　

▽
市
役
所
本
所
車
庫
棟
…
27

日
○月
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
・
28

日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
・
29

日
○水
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
・
30

日
○木
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
・
31

日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分　

■

検
査
手
数
料　

１
台
３
０
０
円
〜
２
、
３
０

０
円　

■問
山
形
県
計
量
協
会
☎
０
２
３
‐
６

４
４
‐
９
８
１
１
ま
た
は
本
所
商
工
課
☎
35

‐
１
２
９
９
へ　

■他
藤
島
・
羽
黒
・
櫛
引
・

朝
日
・
温
海
地
域
は
９
月
に
実
施
予
定

請
書
は
市
役
所
本
所
、
各
地
域
庁
舎
及
び
一

部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

生
ご
み
の
水
切
り
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
生
ご
み
の
約
80
％
が
水
分
で
す
。
ご
み
の

水
分
量
が
多
く
な
る
と
、
焼
却
す
る
際
に
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
生
ご
み

は
、
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
一
絞
り
す
る
だ

け
で
水
分
が
減
り
、
持
ち
運
び
が
楽
に
な
り
、

悪
臭
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■問
環
境
政
策
課
（
つ
る
お
か
エ
コ

フ
ァ
イ
ア
内
）
☎
22
‐
２
８
４
８

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
の
身
近
な
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ
花
火
。

手
軽
に
遊
べ
る
物
と
は
い
え
、
原
料
は
火
薬

で
す
。
注
意
書
や
使
用
法
を
よ
く
読
み
、
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
近
く
で
遊
ば
な
い　

▽
風
が
強
い

と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
が
入
っ
た
バ

ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ　

▽
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
な

い　

▽
花
火
の
先
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い　

▽
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る　

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る 

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

７
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

　　　　　　　　　　　　■問本所総務課☎35‐1117

動画はこちら
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大山馬町・椙尾神社の例祭で庄内三大祭に数えられる
大山犬祭りは、若い娘の人

ひとみごく う

身御供を求める化け物を退
治し村を救った「めっけ犬伝説」が由来です。犬をモ
チーフとした張り子のみこしや、いけにえとなる娘を

模した「仮
か り よ ぼ

女房」、大型の山車「からぐり」などが行
列を彩ります。晴天に恵まれたこの日、市内外から大
勢の方が見物に詰め掛け、「そーれ！」と山車を引き
回す若者たちに沿道から声援を送っていました。

大山犬祭り！行列とからぐりが街を練り歩く鶴岡｜6.5

タキタロウまつり

大鳥地区で毎年開催される同まつりに過去最高の6,0
00人が来場。特に名物の魚のつかみどりは大盛況で、
子供たちは水しぶきと歓声を上げながら夢中で魚を追

い掛けていました。ほかにもダム湖でのボート遊びや、
ロープを使ったツリークライミング、イワナ釣りなど、
豊かな自然の中での体験を目いっぱい楽しみました。

朝日｜5.31
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鉢の中の小宇宙！つるおか小品盆栽展

あえて小さな鉢を使い、自然の姿を凝縮し写し取る
「小品盆栽」。松や紅葉・山野草など、出品者が心を
込めて世話した約100点の作品が並びました。

鶴岡｜５.21～23

WAKU WAKU WORK 2026

地元企業の職業体験会が櫛引中学校で開催。職員の
指導を受けながら、金属加工や製図、介護など様々
な分野の体験に真剣に取り組んでいました。

櫛引｜6.2

歴史って面白い！古文書講習会 公開講座

古文書から歴史を学ぶ講座。戦国時代に藤島城主
だった土

とさばやし

佐林禅
ぜんとう

棟の外交書状を読み解きながら、当
時の庄内の勢力争いや駆け引きに思いをはせました。

藤島｜６.10

月山高原牧場 入牧式

畜舎で冬を越した約100頭の牛たちが集められ、体
重測定の後に広大な牧草地に放たれました。涼しい
空気の中、月山を眺めながら10月末まで過ごします。

羽黒｜5.14

出羽庄内国際村ワールドバザール 国際食・食文化フェス

リニューアルオープンを記念し「国際食・食文化フェ
ス」を開催。４つのユネスコ創造都市による食文化の
紹介や、海外友好都市等を訪問した中学生・高校生の

体験発表などが行われました。前夜祭の「のど自慢大
会」には９か国15組が出場し、日本や母国の歌を熱唱。
会場の観客も審査に加わり大いに盛り上がりました。

鶴岡｜6.14
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い
で
は
文
化
記
念
館
企
画
展 

ま
だ
見
ぬ
羽
黒
山
と
午
歳
御
縁
年

■日
11
月
16
日
○月
ま
で　

■費
大
人
…
４
０
０

円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小

・
中
学
生
…
２
０
０
円　

■問
羽
黒
町
観
光

協
会
☎
62
‐
４
７
２
７　

キ
ャ
ン
プ
場
情
報　

▼
月
山
あ
さ
ひ
サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場　

■日
10
月
末
頃
ま
で　

■費

オ
ー
ト
サ
イ
ト
（
電
源
付
き
）
…
４
、
２

０
０
円
〜　

フ
リ
ー
サ
イ
ト
…
２
、
１
０

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■費がないものは原則無料です。
■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

０
円
〜　

日
帰
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
…
１
、

５
５
０
円　

■申
同
キ
ャ
ン
プ
場
☎
54
‐
６

６
０
６　

■他
HP

▼
そ
そ
そ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
〜
鼠
ヶ
関
キ
ャ
ン
プ

場
〜　

■日
７
月
１
日
○水
〜
８
月
31
日
○月

■申
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
０
８
０

‐
９
０
９
２
‐
１
０
０
０　

鶴
岡
市
長
杯
・
鶴
岡
支
部
長
杯　
　

争
奪
囲
碁
大
会

■日
７
月
４
日
○土
午
後
１
時　

■場
囲
碁
サ
ロ

ン
鶴
岡　

■対
鶴
岡
市
長
杯
…
四
段
以
上

鶴
岡
支
部
長
杯
…
三
段
以
下　

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
自
慢
の
料
理
が
並
び
ま
す 

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
７
月
５
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■費
１
皿
１
４
０
円（
持
ち
帰
り
の
み
）　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４

５
５ゑ

ぐ
の
会 

水
彩
画
「
ゑ
ぐ
展
」

■日
７
月
７
日
○火
〜
12
日
○日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
（
７
日
は
午
後
１
時
か

ら
、
12
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
同
会

鶴
岡
養
護
学
校 

ハ
ー
ト
フ
ル
バ
ザ
ー

■日
７
月
８
日
○水
・
９
日
○木
午
前
10
時
〜
11

時
40
分　

■内
高
等
部
の
作
業
製
品
販
売

■場
・
■問
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

南
極
観
測
の
意
義
と
昭
和
基
地
で
の
生
活 

第
66
次
南
極
地
域
観
測
隊
同
行
記

■日
７
月
10
日
○金
午
後
６
時
30
分　

■場
第
三

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
近
岡

国
史
氏
（
山
形
新
聞
記
者
）
に
よ
る
講
演　

■問
本
所
総
務
課
内「
木
古
内
を
訪
ね
る
会
」

事
務
局
☎
35
‐
１
１
１
４

も
り
の
が
っ
こ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

夏
の
昆
虫
観
察
会

■日
７
月
10
日
○金
午
後
７
時
（
愛
光
園
集
合
）　

■対
親
子
15
組
（
大
人
の
み
の
参
加
可
）

■師
高
嶋
清
明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）　

■費
１
、

０
０
０
円　

■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■問
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

keyakino
m
ori.pj@

gm
ail.com

８
月
16
日
○日
ま
で
開
設 

海
水
浴
場
情
報

▼
７
月
11
日
○土
か
ら　

▽
湯
野
浜
海
水
浴

場　

■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75
‐
２

２
５
８　

▽
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■問
鼠
ヶ
関
海
水
浴
場
運
営
協
議
会
☎
０
８

０
‐
９
０
９
２
‐
１
０
０
０

▼
７
月
18
日
○土
か
ら　

▽
加
茂
レ
イ
ン
ボ

ー
ビ
ー
チ　

■問
加
茂
海
水
浴
場
管
理
運
営

委
員
会
☎
33
‐
３
０
２
３　

▽
由
良
海
水

浴
場　

■問
由
良
温
泉
観
光
協
会
☎
73
‐
２

２
５
０　

■他
シ
ャ
ワ
ー
利
用
（
■時
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
30
分　

■費
高
校
生
以
上
…

３
５
０
円　

中
学
生
以
下
…
２
０
０
円

■問
海
テ
ラ
ス
ゆ
ら
磯
の
風
☎
64
‐
８
３
３

１　

■他
市
HP
）　

▽
三
瀬
海
水
浴
場　

■問

三
瀬
観
光
協
会
☎
73
‐
３
０
３
５　

▽
小

波
渡
海
水
浴
場　

■問
小
波
渡
観
光
協
会
☎

73
‐
２
７
４
０

▼
共
通　

■
運
営
協
力
金
（
駐
車
料
金
）

１
台
１
、
０
０
０
円
（
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー

ビ
ー
チ
を
除
く
）

当
せ
ん
者
に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 

み
な
と
オ
ア
シ
ス
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

■日
７
月
11
日
○土
〜
10
月
12
日
○月　

■場
み
な

と
オ
ア
シ
ス
酒
田
・
加
茂
・
鼠
ヶ
関　

■内

２
か
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
台
紙
に
押
し

て
応
募　

■問
東
北
地
方
整
備
局
酒
田
港
湾

事
務
所
建
設
管
理
官
室
☎
０
２

３
４
‐
33
‐
６
３
１
４

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん 

う
ま
い
も
の
市

▼
夏
の
う
ま
い
も
の
市　

■日
７
月
11
日
○土

・
12
日
○日　

■内
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
販
売

等▼
海
の
日
う
ま
い
も
の
市　

■日
７
月
19
日

○日
・
20
日
○月　

■内
魚
介
類
加
工
品
の
販
売

等▼
共
通　

■時
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

・
■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１

１
竹
灯
り
が
彩
る
湯
の
ま
ち
夏
華
灯
り 

あ
つ
み
温
泉
湯
灯
りN

ight

■日
７
月
11
日
○土
午
後
６
時
〜
９
時　

■場
あ

つ
み
温
泉
街　

■内
花
火
打
ち
上
げ
（
■時
午

後
７
時
30
分
）、
マ
ル
シ
ェ
等　

■問
あ
つ
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農
業
経
営
者
育
成
学
校「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
」 

入
校
体
験
会

■日
７
月
25
日
○土
・
26
日
○日　

■内
ハ
ウ
ス
で

の
農
業
体
験
、
在
校
生
・
修
了
生
と
の
交

流　

■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■場
・
■問
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｄ
Ｓ
（
シ
ー
ズ
）
☎
76
‐
３

２
２
０

中
央
公
民
館 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

夏
の
一
般
公
開

■日
７
月
26
日
○日
、
8
月
１
日
○土
・
７
日
○金

・
9
日
○日
・
11
日
○火

▼
子
供
向
け　

■時
・
■内
午
前
10
時
、
午
後

１
時
30
分
…『
ド
ラ
え
も
ん
』　

午
前
11
時

30
分
…『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』　

■定
各
回

先
着
60
人

▼
大
人
向
け　

■時
・
■内
午
後
３
時
…『Feel 
the Earth

〜M
usic by

葉
加
瀬
太
郎

〜
』　

午
後
４
時
30
分
…『
星
の
旅　

世

界
編
』　

■定
各
回
先
着
50
人　

■他
星
空
解

説
あ
り

▼
共
通　

■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０
円

３
歳
以
上
…
１
０
０
円　

■申
７
月
16
日
○木

か
ら
市
ラ
イ
ン
で　

■場
・
■問
同

館
☎
25
‐
１
０
５
０

サ
モ
ア
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
鶴
岡

▼
タ
ロ
フ
ァ
サ
モ
ア
〜
南
太
平
洋
の
島
国

の
生
活
を
知
る
〜　

■日
７
月
31
日
○金
〜
８

月
８
日
○土
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

■内
写
真
や
工
芸
品
等
の
展
示

み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
７
月
18
日
○土
〜
９
月
23
日
○水
の
内
20
日

間　

■場
羽
黒
山
随
神
門
〜
五
重
塔　

■内
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
、
限
定
御
朱
印　

■費
５
０
０

円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■持
懐
中
電
灯　

■問
羽
黒
町
観
光
協
会
☎
62
‐
４
７
２
７

朗
読
集
団 

長
月
の
会
朗
読
会

■日
７
月
25
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
大
督

寺　

■定
40
人　

■内
田
辺
聖
子
著
『
海
か
ら

の
土
産
物
』
等　

■申
７
月
15
日
○水
ま
で
同

会
湯
田
川
温
泉 

丑
湯
治
だ
Ｉ
♡
♨（
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
）

■日
７
月
25
日
○土
・
26
日
○日　

■場
湯
田
川
温

泉
街　

■内
神
楽
上
演
、
音
楽
ラ
イ
ブ
、
ニ

ュ
ー
湯
田
川
で
の
食
事
・
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
提
供
等　

■問
湯
田
川
温
泉

観
光
協
会
☎
35
‐
４
１
１
１

内
川
や
百
け
ん
濠
で
心
地
よ
い
音
楽
演
奏
を 

鶴
岡
リ
バ
ー
サ
イ
ド
音
楽
祭

▼
内
川
水
辺
の
夕
涼
み
音
楽
ラ
イ
ブ　

■日

７
月
25
日
○土
午
後
６
時
〜
８
時
15
分　

■場

内
川
ほ
っ
と
パ
ー
ク

▼
百
け
ん
濠
の
夕
涼
み
音
楽
ラ
イ
ブ　

■日

８
月
１
日
○土
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■場
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

▼
共
通　

■問
同
音
楽
祭
実
行
委
員
会

■場
・
■申
７
月
16
日
○木
ま
で
HP
ま

た
は
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９
へ

ご
み
処
理
３
施
設　
　
　
　

夏
休
み
見
学
会

■日
８
月
６
日
○木
午
前
８
時
20
分
（
つ
る
お

か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
集
合
）　

■定
先
着
40
人　　

■内
同
館
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り

ん
館
」、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
見

学　　

■申
７
月
29
日
○水
ま
で
環
境
政
策
課

（
つ
る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
）
☎
22
‐
２

８
４
９
へ　

■他
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴

月
山
ゾ
ウ
か
ら
ゾ
ウ
の
進
化

を
探
る　

▼
月
山
ゾ
ウ
発
掘
30
周
年
記
念
講
演
会

■日
８
月
９
日
○日
午
前
10
時　

■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■定
１
０
０
人　

■師
国
府
田
良
樹

氏
（
神
栖
市
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）　

▼
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
文
化
創
造
館
探
検

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日
８
月
９
日
○日
午

後
１
時
30
分　

■場
同
館　

■定
先
着
20
人

■費
１
、
０
０
０
円　

■内
館
内
解
説
案
内
、

マ
ン
モ
ス
の
臼
歯
の
レ
プ
リ
カ
作
り

▼
共
通　

■申
㈱
月
山
あ
さ
ひ
振
興
公
社
☎

53
‐
３
４
１
１

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
in
金
峰

■日
８
月
14
日
○金
午
後
７
時　

■対
保
護
者
を

含
む
家
族
ま
た
は
高
校
生
以
上
先
着
40
人　

■内
天
体
の
話
、
天
体
観
察　

■申
７
月
14
日

○火
か
ら
HP
で　

■場
・
■問
金
峰
少
年
自
然
の

▼
伝
統
工
芸
エ
レ
イ
（
ス
テ
ン
シ
ル
）
で

ト
ー
ト
バ
ッ
ク
作
り　

■日
８
月
１
日
○土
午

後
１
時　

■費
１
、
０
０
０
円

■申
２
次
元
コ
ー
ド
で

▼
共
通　

■場
出
羽
庄
内
国
際
村　

■問
ル
マ

ナ
イ
サ
モ
ア

老
若
男
女
み
ん
な
で
つ
く
る
お
祭
り 

金
峯
マ
ル
シ
ェ

■日
８
月
２
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

木
工
教
室
、
巨
大
虫
か
ご
、
働
く
車
展
示

■場
・
■問
黄
金
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ

ー
☎
22
‐
５
７
４
３

ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り

■日
８
月
２
日
○日
午
後
２
時
〜
８
時　

■場
藤

島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■内
鶴
岡
伝

統
芸
能
祭
、
藤
ろ
っ
く
祭
、
縁
日
等　

■問

ふ
じ
し
ま
観
光
協
会
☎
64
‐
２
２
２
９

致
道
館
中
学
校
合
唱
部
・
高

等
学
校
音
楽
部
定
期
演
奏
会

■日
８
月
２
日
○日
午
後
３
時　

■場
荘
銀
タ
ク

ト
鶴
岡　

■費
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無

料
）　

■問
致
道
館
高
校
☎
29
‐
２
２
４
０　

■他
前
売
り
券
は
、
八
文
字
屋
鶴
岡
店
、
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡
で
販
売

荘
内
看
護
専
門
学
校 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■日
８
月
３
日
○月
・
４
日
○火
午
後
１
時
30
分　

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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家
☎
24
‐
２
４
０
０　

■他
悪
天

候
時
は
ク
ラ
フ
ト
体
験
（
別
途

集
金
）

テ
ー
マ
は
「
家
康
公
と
そ
の
系
譜
」　　
　
　
　
　

家
康
公
検
定
２
０
２
６

■日
10
月
17
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■場
荘
内

神
社
参
集
殿　

■費
高
校
生
以
上
…
２
、
５

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

■申

７
月
１
日
○水
〜
31
日
○金
に
HP
で　

■問
鶴
岡

信
用
金
庫
☎
22
‐
２
６
８
０　

■他
合
格
記
念
品
あ
り

気
軽
に
プ
レ
イ
で
き
る
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ 

ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
同
好
会

■日
入
門
ク
ラ
ス
…
隔
週
土
曜
日
午
後
１
時

30
分　

中
級
ク
ラ
ス
…
隔
週
火
曜
日
午
後

７
時
30
分　

■場
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ

ー
ナ　

■費
１
回
２
０
０
円　

■問
佐
藤　

s
hounaikenji@

gm
ail.com

市
民
プ
ー
ル
夏
季
一
般
利
用

■日
７
月
４
日
○土
〜
９
月
６
日
○日
（
初
日
は

無
料
開
放
）　

■時
月
曜
〜
土
曜
日
…
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
・
６
時

〜
８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時　

■費
大
人
…
４

９
０
円　

高
校
生
…
３
８
０
円　

小
・
中

学
生
…
１
８
０
円　

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協

会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
水
泳
帽
着
用（
貸

出
し
不
可
）。
幼
児
は
要
付
添
い
。
午
後

６
時
以
降
は
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ 

無
料
体
験
教
室

■日
７
月
6
日
○月
午
後
２
時　

■場
小
真
木
原

公
園　

■対
18
歳
以
上
先
着
５
人　

■申
７
月

4
日
○土
ま
で　

■他
用
具
貸
出
し
あ
り

や
さ
し
い
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

■日
７
月
６
日
○月
・
13
日
○月
午
後
７
時　

■場

お
ひ
さ
ま
ス
タ
ジ
オ　

■費
１
、
０
０
０
円

（
初
回
無
料
）　

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■日
７
月
８
日
○水
・
22
日
○水
午
後
２
時　

■場

荘
内
病
院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話　

■申

各
日
前
日
ま
で
同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎

26
‐
５
１
５
５
へ

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
７
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内

病
院　

■定
先
着
30
人　

■内「
病
院
と
薬
局

を
繋
ぐ
『
ま
ご
の
手
薬
剤
師
』」
栗
原
智

広
氏
（
㈱
薬
剤
師
ベ
ー
ス
）、「
患
者
さ
ん

に
伝
え
た
い
東
洋
医
学
の
お
話
」
田
中
栄

一
氏
（
丸
岡
医
院
院
長
）　

■申
緩
和
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐

５
１
８
０

慶
應
先
端
研
か
ら
だ
館　
　
　
　
　
　
　

 

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
朝
活
読
書
会

■日
７
月
22
日
○水
、
９
月
30
日
○水
、
11
月
25

日
○水
、
来
年
１
月
27
日
○水
、
３
月
24
日
○水

午
前
９
時
30
分　

■場
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス　

■内
軽
体
操
、
本
と
映
画
の
感
想
シ

ェ
ア
会　

■持
紹
介
し
た
い
本
ま
た
は
映
画

の
タ
イ
ト
ル
メ
モ　

■問
同
館
☎
29
‐
０
８

０
６13

か
国
の
代
表
選
手
が
集
結
！　
　
　
　
　
　
　

 

国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｕ
16
庄
内
２
０
２
６

■日
７
月
25
日
○土
・
26
日
○日　

■場
つ
る
し
ん

ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■問
ス
ポ

ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
７
月
25
日
○土
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■定
30
人　

■内
講
演
「
認
知
症
と
い
う

病
気
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
内
科
系
診
療

部
長
）、
認
知
症
へ
の
備
え
、
市
の
取
り

組
み　

■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

29
‐
４
１
８
０

荘
内
病
院
×
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院　
　
　
　
　
　
　

 

市
民
公
開
講
座

■日
７
月
25
日
○土
午
後
２
時　

■場
先
端
研
究

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
２
０
０
人

■内
講
演
「
つ
る
お
か
の
医
療
が
こ
こ
ま
で

変
わ
っ
た
〜
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東

病
院
と
切
り
拓
く
未
来
の
が
ん
医
療
〜
」、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

■申
７
月
17

日
○金
ま
で
荘
内
病
院
総
務
課
☎
26
‐
５
１

１
１
へ

ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス 

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
教
室

■日
７
月
26
日
○日
午
前
10
時
30
分　

■場
第
四

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■費
５
０

０
円
（
初
回
無
料
）　

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　

 

市
民
登
山
「
月
山
」

■日
８
月
２
日
○日
午
前
５
時
30
分
〜
午
後
４

時
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
姥
沢
リ
フ

ト
（
西
川
町
）
↓
姥
ヶ
岳
↓
牛
首
↓
山
頂

↓
仏
生
池
↓
八
合
目　

■対
小
学
生
以
上
50

人　

■費
中
学
生
以
上
…
５
、
０
０
０
円

小
学
生
…
２
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
、
保

険
証
等　

■申
７
月
７
日
○火
〜
17
日
○金
に
同

ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
小
学
生

保
護
者
同
伴
。
市
民
以
外
の
方
は
５
０
０

円
増
し

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

夏
休
み
に
親
子
で
ヨ
ッ
ト
教
室

■日
８
月
９
日
○日
午
前
９
時　

■場
加
茂
港

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■費
大
人

…
１
、
０
０
０
円　

小
学
生
…
５
０
０
円

■問
同
ク
ラ
ブ
☎
26
‐
０
１
４
７

鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連
盟 

セ
ー
リ
ン
グ
体
験

■日
８
月
８
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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時　

■場
加
茂
水
産
高
校
等　

■対
小
学
生
以

上
20
人　

■費
高
校
生
以
上
…
２
、
０
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
１
、
０
０
０
円　

■申

２
次
元
コ
ー
ド
で　

■問
同
連
盟　

tsuru
okashiyacht@

gm
ail.co

m

　

■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

夏
休
み
に
親
子
で
木
工
工
作
に
挑
戦
！ 

「
ミ
ニ
テ
ー
ブ
ル
」キ
ッ
ト
配
布

■対
小
学
生
先
着
50
人（
１
家
庭
１
セ
ッ
ト
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
７
月
15
日
○水
ま
で

HP
で　

■場
・
■問
田
川
建
設
労
働
組
合
☎
22

‐
２
８
３
２　

■他
申
込
み
多
数

の
場
合
抽
せ
ん

自
由
に
遊
べ
る
冒
険
遊
び
場
体
験
会 

つ
る
お
か
に
プ
レ
ー
パ
ー
ク
が
や
っ
て
き
た
！　

■日
７
月
５
日
○日
午
前
10
時
〜
正
午　

■場
中

央
児
童
館
野
外
広
場　

■問
ク
リ
エ
イ
ト
ひ

が
し
ね
☎
０
２
３
７
‐
43
‐
０

７
３
４

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
お
は
な
し
会　

■日
７
月
８
日
○水
午
前
11

時　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
夏
〞」　

■日
７
月
17
日
○金
午
前
10
時　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組　

■申

７
月
３
日
○金
か
ら

▼
遊
び
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

▽
さ
ん
ち
ゃ
ん
と
け
ん
玉
に
挑
戦
！　

■日

８
月
３
日
○月
午
前
10
時
30
分　

■対
小
学
生

先
着
20
人　

■申
７
月
14
日
○火
か
ら　

▽
化

学
実
験　

■日
８
月
５
日
○水
午
前
10
時　

■対

小
学
生
先
着
30
人　

■申
７
月
14
日
○火
か
ら

▽
お
化
け
屋
敷　

■日
８
月
９
日
○日
午
前
10

時
、
午
後
１
時　

■対
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、

小
学
生　

▽
お
は
な
し
会
＆
工
作　

■日
８

月
19
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■対
小
学
生
先

着
20
人　

■申
７
月
14
日
○火
か
ら

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
0

ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
関
わ
り
」

■日
７
月
24
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■師
市
立
保
育
園
主
任　

■場
・
■申
７
月
１
日
○水
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

図
書
館
本
館
の
催
し

▼
す
べ
て
の
道
が
宇
宙
に
つ
な
が
る

「
好
き
」
と
「
宇
宙
」
と
「
図
書
館
」
と　

■日
７
月
11
日
○土
午
後
５
時　

■定
30
人
（
中

学
生
・
高
校
生
優
先
）　

■内
講
話
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ　

■師
佐
藤
涼
子
氏
（
鶴
岡
ス

ペ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）　

■申

２
次
元
コ
ー
ド
で

▼
夏
の
お
は
な
し
会　

■日
８
月
２
日
○日
午

前
10
時　

■対
幼
児
〜
小
学
生　

■内
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、
大
型
紙
芝
居
、
朗
読
等

▼
小
学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座
「
音
と

映
像
で
学
ぶ
鳴
く
虫
の
世
界
」　

■日
８
月

８
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■対
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
先
着
25
組　

■師
高
嶋
清
明
氏

（
昆
虫
写
真
家
）　

■申
７
月
14
日

○火
か
ら
２
次
元
コ
ー
ド
で

▼
共
通　

■問
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り

▼
幼
児
サ
マ
ー
水
遊
び

　
■日
７
月
14
日
○火

・
23
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■場
同
館　

■対

幼
児
と
そ
の
保
護
者
各
日
先
着
８
組　

■申

７
月
４
日
○土
か
ら　

▼
ゆ
め
っ
く
り
ミ
ニ
♪
な
つ
ま
つ
り
　
■日

７
月
26
日
○日
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
幼

児
40
人　

■内
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー
等　

■費

３
０
０
円　

■申
７
月
６
日
○月
か
ら

▼
わ
く
わ
く
サ
マ
ー
体
験
　
■日
①
７
月
31

日
○金　

②
８
月
５
日
○水　

③
18
日
○火　

■時

午
前
10
時　

■場
・
■定
①
山
形
県
防
災
学
習

館
（
三
川
町
）・
40
人　

②
③
第
六
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
・
25
人

■対
小
学
生　

■申
７
月
13
日
○月
か
ら

▼
共
通　

■問
西
部
児
童
館
☎
29

‐
０
０
３
１

山
形
県
立
致
道
館
中
学
校

▼
学
校
説
明
会

　
■日
７
月
26
日
○日
午
前
、

午
後　

■対
小
学
６
年
生
と
そ
の
保
護
者　

■内
学
校
説
明
、
授
業
体
験
等

▼
致
道
塾

　
■日
８
月
４
日
○火
午
前
９
時　

■対
小
学
４
年
〜
６
年
生　

■内
学
校
の
学
習

や
夏
休
み
の
宿
題
・
自
由
研
究
の
相
談
等

▼
共
通　　

■申
HP
で　

■場
・
■問
同

校
☎
23
‐
７
５
７
９

キ
ッ
チ
ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
シ
ェ
フ
が
講
師 

子
ど
も
料
理
教
室

■日
７
月
26
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時
30

分　

■対
小
学
生
各
回
５
人　

■費
１
、
０
０

０
円　

■申
７
月
23
日
○木
ま
で
２
次
元
コ
ー

ド
で　

■場
・
■問
花
蓮
☎
０
９
０

‐
１
０
３
４
‐
６
８
１
５

市
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー 

就
学
相
談
会　

■日
７
月
27
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
（
１
人
45
分
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■対

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の

保
護
者　

■内
発
達
の
様
子
や
就
学
先
の
個

別
相
談　

■申
７
月
13
日
○月
ま
で
学
校
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

暘
光
児
童
館 

▼
乳
幼
児
水
あ
そ
び
　
■日
７
月
28
日
○火
・

30
日
○木
、
８
月
４
日
○火
・
６
日
○木
午
前
10

時
30
分　

■定
各
日
10
人

▼
ソ
ニ
ー
も
の
づ
く
り
体
験
　
■日
８
月
７

日
○金
午
後
１
時
30
分　

■対
小
学
生
30
人

■内
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
製
作　

▼
共
通

　
■場
・
■申
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０

東
田
川
文
化
記
念
館 

お
も
し
ろ
講
座
（
科
学
の
芽
）

■日
７
月
30
日
○木
午
後
１
時　

■場
秋
山
鉄
工

㈱
日
本
国
工
場　

■対
小
学
３
年
〜
6
年
生

子
育
て
・
子
供
向
け

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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25
人　

■内
は
ん
だ
付
け
で
回
路
を
作
り
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
点
灯　

■費
7
０
０
円　

■申
７
月
19

日
○日
ま
で
東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64
‐
２

５
３
７
へ

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が
ア
ド
バ
イ
ス 

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■日
８
月
１
日
○土
・
８
日
○土
午
後
１
時
〜
４

時　

■場
秋
山
鉄
工
㈱
日
本
国
工
場　

■対
小

・
中
学
生　

■内
夏
休
み
の
工
作
課
題
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
（
１
組
10
分
〜
20
分
）　

■申
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
学
校

教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
５
へ

自
由
来
館
型
遊
び
場
「
な
か
よ
し
広
場
」 

ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー

■日
８
月
２
日
○日
午
前
９
時
〜
正
午　

■場
に

こ
♥

ふ
る　

■内
休
日
午
前
中
無
料
開
放

■問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」 

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■日
８
月
５
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■対
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■内
ガ
ラ
ス
の
小

瓶
に
模
様
を
付
け
る
工
作　

■場

・
■申
同
館
☎
35
‐
３
５
５
７

夏
休
み
下
水
道
教
室

■日
８
月
７
日
○金
午
前
9
時　

■場
庄
内
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
庄
内
町
）　

■対
小
学
４
年
〜

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
20
組　

■内
下
水
処

理
場
見
学
、
顕
微
鏡
観
察
、
水
質
実
験
等

■申
７
月
27
日
○月
ま
で
山
形
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
下
水
道
事
業
所
☎
０
２

３
‐
６
５
４
‐
８
４
０
０
へ

内
川
を
美
し
く
す
る
会 

内
川
舟
下
り
・
ざ
っ
こ
し
め
体
験

■日
8
月
8
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
集
合
）　

■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年

〜
６
年
生
16
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽

せ
ん
）　

■申
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１
３
４

１
子
育
て
中
や
産
前
産
後
の
ご
家
庭
の
方
へ 

子
育
て
わ
く
わ
く
タ
イ
ム

■日
８
月
18
日
○火
午
前
10
時　

■内
育
児
講
座

「
子
ど
も
の
成
長
〜
心
と
体
の
発
達
〜
」、

発
育
測
定
等　

■師
後
藤
敬
子
氏
（
ご
っ
と

助
産
院
）　

■場
・
■申
常
念
寺
保
育
園
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
る
ん
び

に
ー
園
☎
24
‐
９
０
５
５

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー　

■日
７
月

の
毎
日
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

▽
ど
ろ
っ
ぱ
の
た
ま
ご
さ
が
し　

■日
７
月

の
毎
日
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

▽
ほ
と
べ
ぇ
の
エ
サ
づ
く
り　

■日
７
月
19

日
○日
午
前
10
時
30
分　

▽
ど
ろ
っ
ぱ
の
た

ま
ご
づ
く
り　

■日
７
月
19
日
○日
午
前
10
時

30
分　

■費
１
０
０
円　

▽
ど
ろ
っ
ぱ
池
の

水
を
ぬ
く
！　

■日
７
月
26
日
○日
午
前
９
時

30
分　

■定
20
人　

■費
３
０
０
円　

■申
７
月

23
日
○木
ま
で

▼
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
外
来
生
物
捕
獲

大
作
戦
」
＆
生
き
物
供
養
祭　

■日
７
月
11

日
○土
午
前
９
時　

■申
７
月
9
日
○木
ま
で　

▼
夜
の
開
放
日
「
都
沢
湿
地
の
生
き
も
の

を
探
そ
う
」　

■日
７
月
15
日
○水
・
22
日
○水

・
25
日
○土
午
後
４
時
30
分
〜
７
時

▼
自
由
研
究
対
応
事
業
「
ざ
り
卵
の
ひ
み

つ
を
さ
が
せ
！
」　

■日
７
月
25
日
○土
午
前

9
時
〜
午
後
３
時　

■対
親
子
６
組　

■費
１

人
５
０
０
円　

■申
７
月
20
日
○月
ま
で　

■他

市
内
養
鶏
場
訪
問
あ
り

▼
自
然
観
察
会「
夜
の
ど
き
ど
き
ハ
イ
ク
」

■日
７
月
25
日
○土
午
後
７
時
15
分　

■定
15
人

■費
５
０
０
円　

■申
７
月
23
日
○木
ま
で

▼
庄
内
セ
ブ
ン
の
森
学
習
会

▽
都
沢
湿
地
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ　

■日
８
月

８
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■定
220
人　

■師
高

嶋
清
明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）　

■費
５
０
０

円　

▽
都
沢
湿
地
水
生
昆
虫
観
察　

■日
８

月
９
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■定
220
人　

■師

三
田
村
正
敏
氏
（
コ
ク
ー
ン
ワ
ー
ル
ド
福

島
）　

■費
５
０
０
円　

▽
共
通　

■申
８
月

６
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

致
道
博
物
館

▼
企
画
展
「
武
装
美
伝
ー
刀
剣
と
甲
冑
」

■日
７
月
２
日
○木
〜
8
月
31
日
○月　

■内
武
具

に
宿
る
工
芸
美
、
伝
承
・
伝
来
を
紹
介

▼
関
連
イ
ベ
ン
ト　

▽
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
夜
の
館
」

■日
７
月
４
日
○土
午
後
６
時
〜
9
時　

■費
小

学
生
以
上
１
、０
０
０
円　

■他
要
申
込
み　

▽
刀
剣
乱
舞O

N
LIN
E

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン

ト　

■日
７
月
５
日
○日　

▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク　

■日
７
月
11
日
○土
午
後
２
時　

▽
刀

匠
・
上
林
恒
平
氏
の
制
作
実
演　

■日
７
月

18
日
○土
・
19
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時　

▽「
お
り
が
ね
く
ん
」
を
作
ろ
う　

■日
７
月
25
日
○土
、
８
月
１
日
○土
午
前
10
時　

■対
10
歳
以
上
10
組
（
１
組
１
体
）　

■師
佐

竹
紘
和
氏
（
お
り
が
ね
工
房
）　

■費
３
、

０
０
０
円　

■他
要
申
込
み　

▼
共
通　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９　

■他

刀
剣
乱
舞O

N
LIN
E

コ
ラ
ボ
う
ち
わ
贈

呈
、
要
入
館
料
（
■費
大
人
…
１
、
０
０
０

円　

高
校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小

・
中
学
生
…
３
０
０
円
）

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
市
所
蔵
作
品
展
第
２
期　

■日
７
月

４
日
○土
〜
９
月
27
日
○日　

▼
特
別
展
覧
会
「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と
ベ
ル

・
エ
ポ
ッ
ク
の
巴
里
―
１
９
０
０
年
」

■日
７
月
18
日
○土
〜
8
月
23
日
○日　

■費
大
人

…
７
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
４
２

０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

障
害
者
…

半
額

▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

■日
７
月
23
日
○木

・
26
日
○日
、
８
月
６
日
○木
・
16
日
○日
午
後

２
時　

▽
映
画
「
赤
い
風
車
（
ム
ー
ラ
ン

・
ル
ー
ジ
ュ
）」
上
映
会　

■日
７
月
25
日

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

施
設
の
催
し 
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○土
、
８
月
７
日
○金
午
後
７
時　

■対
中
学
生

以
上
先
着
80
人　

▽
美
術
講
座
「
一
日
版

画
体
験
教
室
〜
牛
乳
パ
ッ
ク
で
二
色
刷

り
」　

■日
８
月
１
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

■対
高
校
生
以
上
先
着
10
人　

■師
コ

マ
ツ
ミ
ワ
氏（
画
家
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■持
牛
乳
パ
ッ
ク
等　

■申
７
月
４
日
○土
〜
24

日
○金　

▽
講
演
会
「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と
ベ

ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
時
代
」　

■日
８
月
２
日

○日
午
前
10
時　

■対
中
学
生
以
上
先
着
32
人　

■師
河
野
泰
久
氏
（
福
井
市
美
術
館
館
長
）　

▼
共
通　

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
☎
29
‐
０
２
６
０

出
羽
庄
内
国
際
村

▼
旅
す
る
国
際
村
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド　

ポ
ル
ヴ
ォ
ー
編　

■日
７
月

５
日
○日
午
後
４
時　

■
案
内
人　

渡
辺
美

晴
氏
（
酒
田
市
出
身
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
在

住
）　

■定
先
着
40
人　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
せ
か
い
の
台
所　

イ
ン
ド
料
理
〜
サ
キ

ブ
さ
ん
の
台
所
〜　

■日
８
月
９
日
○日
午
前

10
時　

■定
先
着
15
人　

■師
サ
エ
ド
・
サ
キ

ブ
氏
（
イ
ン
ド
出
身
）　

■費
１
、
６
０
０

円　

■申
７
月
11
日
○土
か
ら

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
７
月
８
日
○水
・
15
日

○水
・
22
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

▼
数
独
教
室　

■日
７
月
10
日
○金
・
17
日
○金

・
24
日
○金
・
31
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る　

■日
７
月
11

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■定
先
着
10
人　

■費

５
０
０
円　

■他
要
申
込
み

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
森
で
お
昼
寝

■日
７
月
18
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■定
先
着
15
人　

■費
９
０
０
円　

■持
昼

食
等　

■他
要
申
込
み

▼
夏
の
里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
木
陰
の
涼

風
コ
ー
ス
」　

■日
７
月
25
日
○土
午
前
９
時

30
分　

■定
先
着
25
人　

■内
初
夏
の
里
山
歩

き
（
５
㎞
〜
６
㎞
）　

■他
要
申
込
み

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
編
み
物
サ
ー
ク
ル　

■日
毎
週
火
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■日
７
月
９
日
○木
・
23
日
○木
・
30
日
○木

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
朗
読
の
会　

■日
７
月
17
日
○金
午
前
10
時

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
夏
休
み
楽
し
い
ク
ラ
フ
ト　

■日
７
月
18

日
〜
８
月
16
日
の
金
曜
〜
日
曜
日
午
前
10

時　

■定
各
回
10
人　

■内
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
、

小
枝
の
鉛
筆
づ
く
り
等　

■費
１
０
０
円
〜

５
０
０
円

▼「
ピ
ー
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
」
上
映　

■日
７

月
19
日
○日
午
前
10
時　

■定
30
人　

■内
四
季

折
々
の
美
し
い
瞬
間
を
映
像
化
し
た
映
画

▼
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日
７
月
31
日

○金
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分
（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
25
人　

■費
２
、
０

０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
７
月
22
日
○水
ま

で　▼
共
通　

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２

１
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
等
を
農
業
生
産
や
経
営
に
生
か
す 

「
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾
」一
般
公
開
講
座

■日
７
月
９
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
余
目

第
三
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
庄
内
町
）

■師
片
平
光
彦
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）

■申
７
月
８
日
○水
ま
で
地
域
定
住
農
業
者
育

成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
☎
０
７
０
‐
２
０
１

１
‐
５
６
１
５
へ

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

７
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ま
る
ご
と
メ
ロ
ン
ゼ

リ
ー
」　

■日
７
月
11
日
○土
午
後
１
時
30
分

■定
先
着
７
人　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
し
そ
巻
き
作
り　

■日
７
月
25
日
○土
午
前

10
時　

■定
先
着
12
人　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３

新
し
い
シ
ニ
ア
世
代
の
幸
せ

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
セ
ミ
ナ
ー

■日
７
月
19
日
○日
午
前
10
時　

■場
四
季
彩
テ

ラ
ス　

■内
健
康
寿
命
を
延
ば
す
生
活
習
慣

と
幸
せ
な
生
活
の
た
め
の
心
の
持
ち
方
な

ど
を
学
ぶ　

■費
２
、
０
０
０
円　

新
日
本
婦
人
の
会
鶴
岡
支
部 

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
体
験
会

■日
７
月
20
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
勤
労

者
会
館　

■対
女
性　

■内
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

絵
手
紙
、
音
読　

■費
１
０
０
円　

■申
同
支

部
☎
24
‐
９
０
２
９

中
央
公
民
館  

ス
マ
ホ
の
基
本
教
室

▼
Ａ
コ
ー
ス　

■日
・
■内
７
月
27
日
○月
…
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
体
験　

31
日
○金
…
防
災
体
験

▼
Ｂ
コ
ー
ス　

■日
・
■内
７
月
28
日
○火
…
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
体
験　

８
月
３
日
○月
…
詐

欺
対
策

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
30
分　

■定
各
コ
ー

ス
15
人　

■師
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱　

■場
・
■申

７
月
７
日
○火
〜
17
日
○金
に
同
館
☎
25
‐
１

０
５
０
へ　

■他
同
講
座
受
講
経
験
者
は
７

月
10
日
○金
か
ら
申
し
込
み
受
け
付
け

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ 

鳥
獣
被
害
対
策
公
開
講
座

▼
設
置
し
て
み
よ
う
！
電
気
柵
（
実
習
）

■日
７
月
24
日
○金
午
後
１
時　

■場
シ
ー
ズ

■師
江
成
は
る
か
氏
（
山
大
農
学
部
客
員
准

教
授
）　

■持
軍
手
等

▼
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
被
害
対
策　

■日
７

月
31
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
シ
ー
ズ

■師
鈴
木
淳
氏
（
か
さ
な
り
デ
ザ
イ
ン
）

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

講
座
・
講
習
会 
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▼
身
近
に
で
き
る
ク
マ
対
策　

■日
９
月
２

日
○水
午
後
３
時　

■場
市
役
所
本
所
大
会
議

室　

■師
市
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
員

▼
地
域
に
合
わ
せ
た
鳥
獣
対
策
の
計
画
と

体
制
づ
く
り
〜
広
域
柵
設
置
〜　

■日
９
月

６
日
○日
午
前
９
時　

■場
谷
定
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー　

■師
鈴
木
淳
氏　

■持
軍
手
等

▼
共
通　

■定
先
着
30
人　

■申
７
月
20
日
○月

ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課   

25
‐
８
７

６
３
ま
た
は
２
次
元
コ
ー
ド
で

■問
同
課
☎
35
‐
１
２
9
８

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

の
講
座

▼
学
び
た
い
！
で
も
ツ
ラ
イ
…
学
習
症
っ

て
何
？　

■日
７
月
27
日
○月
午
後
７
時　

■対

本
市
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
の
園
児

・
小
学
生
の
保
護
者
15
人　

■師
加
藤
眞
由

美
氏
（
学
習
方
法
研
究
所
ラ
ボ
パ
ッ
パ
）　

▼
マ
ク
ラ
メ
あ
み　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ホ
ル

ダ
ー
を
作
ろ
う
！　

■日
８
月
６
日
○木
午
前

10
時　

■対
本
市
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■師
阿

部
萌
野
香
氏
（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ

加
茂
結
）　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
７
月
６
日
○月
〜
22
日
○水

に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
５
Ｓ
推
進
研
修　

■日
７
月
29
日
○水　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー

■日
７
月
30
日
○木　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
中
堅
社
員
研
修
（
全
２
回
）　

■日
８
月

４
日
○火
・
５
日
○水　

■費
１
万
２
、０
０
０
円

▼
改
善
魂
の
あ
る
職
場
づ
く
り
研
修　

■日

８
月
21
日
○金　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修　

■日

８
月
25
日
○火　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■定

20
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー  

暮
ら
し
に
つ
な
が
る
木
材

■日
８
月
１
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
（
鶴
岡
市
あ
つ
み
森
林
組
合
集
合
）

■場
市
内　

■対
18
歳
以
上
20
人　

■内
現
役
大

工
に
学
ぶ
伝
統
工
法
、
暮
ら
し
の
道
具
作

り　

■師
剱
持
大
輔
氏（
番
匠
剱
持
工
務
店
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
７
月
21
日
○火
ま
で

２
次
元
コ
ー
ド
で　

■問
同
組
合

☎
43
‐
２
３
１
３

９
月
14
日
ま
で
の
免
許
を
持
つ
方
へ 

狩
猟
免
許
の
更
新
講
習

■日
８
月
19
日
○水
・
20
日
○木
午
前
11
時
〜
午

後
４
時　

■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川
町
）　

■費
２
、
９
０
０
円　

■申
７
月
17
日
○金
ま
で

同
支
庁
環
境
課
☎
66
‐
５
７
０

６
へ消

防
設
備
士
講
習

▼
甲
４
類
、
乙
４
類
・
７
類　

■日
・
■場
・

■定
９
月
25
日
○金
…
庄
内
総
合
支
庁
・
50
人

10
月
７
日
○水
…
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
）・
１
０
０
人　

▼
甲
・
乙
１
類
〜
３
類　

■日
10
月
８
日
○木　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ　

■定
１
０
０
人

▼
甲
５
類
、
乙
５
類
・
６
類　

■日
10
月
９

日
○金　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ　

■定
１

２
０
人

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
５
時　

■申
７
月
27
日
○月
〜
８
月
５
日
○水
に
山
形
県

消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
８

４
７
７
へ　

■他
HP

自
衛
官
等
採
用
試
験

令
和
８
年
度
採
用

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①
２
等
陸
・
海
・

空
士（
任
期
制

自
衛
官
）※

筆
記
・
適
性
検
査

…
８
月
28
○金
〜
30

日
○日
の
内
１
日

８
月
17
日

○月
ま
で

口
述
・
身
体
検
査

…
９
月
５
日
○土

②
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
）

筆
記
・
適
性
検
査

…
９
月
12
○土
〜
14

日
○月
の
内
１
日

９
月
10
日

○木
ま
で

口
述
・
身
体
検
査

…
９
月
19
日
○土

③

一
般
曹

候
補
生

１
次
試
験
…
９
月

17
日
○木
〜
20
日
○日

の
内
１
日

７
月
１
日
○水

〜
９
月
１
日

○火
ま
で

令
和
９
年

３
月
・
４
月
採
用

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

④

航
空
学
生

１
次
試
験
…
９
月

19
日
○土
ま
た
は

26
日
○土

７
月
１
日
○水

〜
８
月
28
日

○金
ま
で

■
試
験
会
場　

①
②
筆
記
・
適
性
検
査
…

ウ
ェ
ブ
開
催　

口
述
・
身
体
検
査
…
神
町

駐
屯
地
（
東
根
市
）　

③
ウ
ェ
ブ
開
催

④
未
定　

■申
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

■他
※
は
自
衛
官
候
補
生
か
ら
名

称
変
更

白
甕
社
美
術
展
　
作
品
募
集

同
社
こ
ど
も
部　

部
員
募
集

▼
作
品
募
集　

■
種
目　

絵
画
、
彫
刻
、

工
芸
等
（
１
人
２
点
以
内
、
15
号
以
上

〈
版
画
、
工
芸
は
制
限
な
し
〉）　

■費
大
人

…
５
、
０
０
０
円　

学
生
…
５
０
０
円

■申
８
月
29
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30

分
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ　

■問
白

社
（
五
十
嵐
）
☎
24
‐
２
６
３
３　

■他

申
込
書
等
は
同
館
、
中
央
公
民
館
、
市
内

画
材
店
等
に
設
置

▼
部
員
募
集

　
■対
小
・
中
学
生
（
小
学
生

以
下
応
相
談
）　

■
活
動　

総
会
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
同
部
作
品
展
へ
の
出
品
、

白

社
美
術
展
へ
の
出
品　

■費
３
、
０
０

０
円　

■申
７
月
26
日
○日
ま
で
同
部　

■他
申

込
書
は
今
井
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
設
置
。

部
員
特
典
あ
り

奥
の
細
道
羽
黒
山
全
国
俳
句

大
会
投
句
募
集

▽
一
般
の
部　

■内
自
由
題
、
未
発
表
句
２

句
１
組　

■費
１
、
０
０
０
円　

▽
Ｚ
の
部　

■対
高
校
生
、
専
門
学
校
生
、
大
学
生　

■内

自
由
題
、
１
人
１
句　

▽
一
般
の
部
・
Ｚ

の
部
共
通　

■申
８
月
12
日
○水
ま
で
出
羽
三

募
集

FAX
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山
神
社
内
同
大
会
実
行
委
員
会
☎
62
‐
２

３
５
５
へ　

▽
子
ど
も
の
部　

■対
小
学
４

年
〜
中
学
３
年
生　

■内
身
の
回
り
で
感
じ

た
こ
と　

■申
７
月
30
日
○木
ま
で
い
で
は
文

化
記
念
館
内
同
大
会
実
行
委
員
会
☎
62
‐

４
７
２
７
へ

環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
２
６ 

出
展
者
募
集

■日
９
月
27
日
○日　

■場
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ

小
真
木
原
周
辺　

■費
販
売
が
あ
る
場
合
…

１
、
０
０
０
円　

電
源
を
使
用
す
る
場
合

…
５
０
０
円
〜
１
、
０
０
０
円　

■申
２
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
市
HP
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
７
月
23
日
○木
ま
で
本
所

環
境
政
策
課
☎
26
‐
０
１
３
９

へ
婚
活
支
援
事
業 

つ
る
お
か
恋
す
る
一
句
募
集

　

青
春
、
恋
愛
、
結
婚
、
家
族
に
ま
つ
わ

る
川
柳
と
関
連
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

■申
９
月
13
日
○日
ま
で
2
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
郵
送
で　

■問
本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐

１
１
９
１　

■他
優
秀
作
品
出
品

者
に
市
内
の
特
産
品
等
贈
呈

藤
沢
周
平
作
品
題
名
書
道
展

作
品
募
集

■対
市
内
中
学
生　

■内『
蟬
し
ぐ
れ
』や『
花

の
あ
と
』
な
ど
、
藤
沢
周
平
の
小
説
の
題

名
を
書
い
た
書
道
作
品
の
募
集　

■申
書
き

初
め
用
紙
に
書
い
た
作
品
を
８
月
31
日
○月

ま
で
学
校
に
提
出　

■問
同
館
☎
29
‐
１
８

８
０　

■他
出
品
者
に
記
念
品
を
贈
呈

お
米
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル 

「
鶴
岡
ご
は
ん
日
本
一
」出
場
者
募
集

■対
山
形
県
内
在
住
の
49
歳
以
下
の
農
家

■費
１
万
円　

■申
９
月
10
日
○木
ま
で
同
コ
ン

ク
ー
ル
実
行
委
員
会
☎
64
‐
５
８
０
３
へ　

■他
最
優
秀
賞
受
賞
者
に
新
車
軽

ト
ラ
ッ
ク
贈
呈

入
居
時
期
は
８
月
下
旬
以
降 

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
５

４
階
・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

３

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

東
部
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
２

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

大
西
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

２

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

木
造
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

羽黒
荒
川
住
宅

木
造
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

２

■申
７
月
１
日
○水
〜
17
日
○金
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ　

■他
59
歳
以
下
の
方

の
単
身
入
居
可
（
一
部
住
戸
を
除
く
）

入
居
時
期
は
10
月
上
旬 

県
営
住
宅
７
月
募
集

■
募
集
住
宅　

▽
美
原
２
号
・
３
号
、
東

部
２
号
・
３
号
、
城
南
２
号
、
末
広
１
号

…
各
１
戸　

▽
東
部
１
号
、
茅
原
１
号
・

２
号
、
末
広
２
号
・
３
号
…
各
２
戸　

▽

茅
原
３
号
…
３
戸　

■申
７
月
６
日
○月
〜
10

日
○金
に
山
形
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
公

社
庄
内
地
域
管
理
事
務
所
☎
66
‐
３
２
１

０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
７
月
22
日
○水

庄
内
こ
こ
ろ
塾　

悩
み
ご
と
の
個
別
相
談 

無
料
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■日
７
月
５
日
○日
午
後
１
時
30
分
・
２
時
40

分
（
１
枠
50
分
）　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
同

塾
☎
０
９
０
‐
６
６
８
９
‐
２
０
５
０

予
約
不
要　

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

中
小
企
業
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
17
日
○金
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分　

■場
市
役
所
本
所
別
棟
第
４
会
議
室

■問
山
形
県
弁
護
士
会
☎
０
２
３
‐
６
２
２

‐
２
２
３
４

つ
る
お
か
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に

よ
る
結
婚
相
談
会

■日
７
月
11
日
○土
・
12
日
○日
午
前
11
時
〜
午

後
４
時　

■場
エ
ス
モ
ー
ル　

■対
結
婚
を
希

望
す
る
独
身
の
方
ま
た
は
そ
の
家
族　

■内

市
認
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
に
よ
る
相
談

会　

■問
本
所
地
域
振
興
課
☎
35

‐
１
１
９
１
へ

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
31
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
鶴

岡
・
田
川
地
域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
７
月
30
日
○木
ま
で
東

北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

へ
大
学
生
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

DEEP  D
IVE  TSU

RU
O
KA

■日
８
月
16
日
○日
〜
９
月
12
日
○土　

■定
12
人

■内
技
術
継
承
Ｄ
Ｘ
、
社
長
イ
ン
タ
ー
ン
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
採
用
広
報
戦
略　

■申

７
月
24
日
○金
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■問

本
所
商
工
課
☎
35
‐
０
６
３
３ 

■他
受
け
入
れ
企
業
４
社

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
ご
家

族
に
補
償
金
を
支
給
し
ま
す

■内
家
族
が
被
っ
た
精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す

る
補
償
金　

■

　

■
補
償
額　

１
８
０
万
円
ま

た
は
１
３
０
万
円　

■問
厚
生
労
働
省
補
償

金
相
談
窓
口
☎
03
‐
３
５
９
５

‐
２
２
６
２　

■他
要
件
あ
り

藤
沢
周
平
記
念
館 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

７
月
13
日
○月
〜
16
日
○木
は
休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

21

相
談
・
そ
の
他

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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オ
ン
ラ
イ
ン
で
予
約
で
き

る
体
育
施
設
は
ど
こ
？

　

体
育
施
設
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
予
約
で

き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
対
象
施
設
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

９
か
所
の
体
育
施
設
が
対

象
で
す

　

以
前
は
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ

ー
ナ
の
み
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
予
約
で
き

ま
し
た
が
、
現
在
は
計
９
施
設
（
各
付

帯
施
設
を
含
む
）
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
予
約
す
る
に
は
、
事
前
に
利
用

者
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
で
予
約
で
き
る
施
設

・
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原

・
朝
暘
武
道
館

・
Ｗ
ａ
Ｔ
ａ
Ｒ
ａ
Ｉ
鶴
岡
ド
リ
ー
ム
ス

　

タ
ジ
ア
ム

・
宝
田
体
育
館

・
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ

・
藤
島
体
育
館
（
付
帯
施
設
を
含
む
）

Ａ Q

・
羽
黒
体
育
館
（
同
）

・
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
同
）

・
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
同
）

▼
予
約
方
法

①
利
用
者
登
録
（
初
め
て
の
方
の
み
）

　

鶴
岡
市
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
後
に
審
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
予
約
が
で

き
る
ま
で
３
営
業
日
程
度

か
か
り
ま
す
。

②
施
設
の
予
約

　

利
用
す
る
５
日
前
か
ら

翌
月
分
ま
で
予
約
が
で
き

ま
す
。
当
日
か
ら
４
日
前

ま
で
の
予
約
は
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
。

③
申
請
書
の
提
出
・
使
用
料
の
納
付

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
の
は
予
約
ま

で
で
す
。
予
約
後
は
、
体
育
施
設
使
用

許
可
申
請
書
を
速
や
か
に
提
出
し
、
施

設
使
用
料
の
納
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
施
設
の
空
き
状
況
を
確
認
で
き
ま
す

　

翌
月
分
ま
で
の
空
き
状
況
を
確
認
で

き
ま
す
。
確
認
の
み
の
場
合
は
、
利
用

者
登
録
は
不
要
で
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
ス
ポ
ー
ツ
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

オンライン
予約は
こちら

施設利用
はこちら

利用者登録・
施設の予約はこちら

　

塩糀作りと余目あんちゃ豆の収穫
庄内町の小さな旅●庄内町

▶はじめての糀しごと～塩糀づくりと発酵ラン
チ～　■日７月12日○日午前11時～午後１時　■場
新産業創造館クラッセ　■定先着20人　
■費3,000円　
▶余目あんちゃ豆収穫＆クッキング　■日８月２
日○日午前９時～午後１時　■場余目第三まちづく
りセンター　■定先着10組　■費中学生以
上…2,500円　小学生以下…500円　
▶共通　■申庄内町観光協会☎0234‐42‐29
22　　

アトク先生の館「はんどめい
ど糸蔵楽 さをり織り作品展」●三川町

■日７月３日○金～23日○木午前10時～午後４時
■問同館☎66‐5040　

海水浴場オープン●遊佐町
▶西浜海水浴場・ 磯海水浴場　■日７月17日
○金～８月16日○日午前８時30分～午後５時
▶十里塚海水浴場　■日７月18日○土～８月16日
○日午前８時30分～午後５時　
▶共通　■問遊佐町企画課☎0234‐72‐5886

海水浴場オープン●酒田市
▶宮海海水浴場　■日７月18日○土～８月16日○日
午前９時～午後５時
▷MIYAUMI BEACH OPENING EVENT（海
開き）＆海の食FES　■日７月18日○土～20日○月
午前10時から
▷2026  MIYAUMI SUMMER FESTIVAL　
■日８月８日○土～11日○火
▶飛島海水浴場　■日７月18日○土～８月16日○日
午前９時～午後５時　
▶共通　■問酒田市観光物産課☎0234‐26‐
5759
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今月の各種相談窓口開設日　７/４～８/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 14日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎地域づくり推進課☎64‐5813 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎地域づくり推進課☎62‐2111 21日○火13：30～15：30・泉地区地域活動センター
櫛引庁舎地域づくり推進課☎57‐2111 ８日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎地域づくり推進課☎53‐2114 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎地域づくり推進課☎43‐4611 30日○木13：30～15：30・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 16日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和８年５月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：113,641人
　　 （男：54,812人、女：58,829人）
　世帯数：49,514世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

献血　７/４～８/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146
月　日 受付時間 会　場
７．８○水 9：00～11：00 鶴岡ガス㈱
　11○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30～16：00 〃
18○土 10：00～12：00 エスモール
〃 13：30～16：00 　   〃
22○水 9：30～11：30 市役所櫛引庁舎
〃 13：30～15：30 産直あぐり
24○金 9：30～11：30 にこ♥ふる
  〃     13：00～15：30 　  〃

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（児童生徒の不登校・発達） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

ホームページ インスタグラムX ライン

休日・平日夜間診療　　　

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　   ＜土曜日＞ 
　　　　　　①  9：00～12：00　　　   ③ 19：00～21：30
　　　　　　②18：00～21：00
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来所前に必ず電話連絡を
お願いします。！
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【問合せ】・GIPお問合せフォーム　　　▶▶▶
　　　　　・TUYテレビユー山形事業部☎023 - 624 - 8109

同館大ホール
午後６時30分開演

同館大ホール
午後５時30分開演

2026年度 自主･共催事業

ダンサーの真実を通して人
生の喜びを伝える物語

劇団四季の代表作が鶴岡に
！

【問合せ】同館☎24 - 5188

【チケット料金】（全席指定・未就学児入場不可）
一般：Ｓ席1万1,000円　Ａ席9,000円　Ｂ席7,000円
学生：Ｓ席       9,000円　Ａ席7,000円　Ｂ席5,000円
　　  （25歳以下・要学生証）

【チケット販売】
＜TACTメンバーズ先行＞
　７月20日（月）午前10時～31日（金）午後７時
　○販売方法：同館ホームページ・窓口
　※購入にはTACTメンバーズの登録が必要です。
＜一般販売＞
　８月１日（土）午前10時から先着順
　○販売方法：同館ホームページ・窓口
　　　　　　　劇団四季オフィシャルウェブサイト

◀詳しくはこちらから

【チケット料金】（全席指定）
一　般：7,300円
親子席：大人7,300円／小学生以下2,500円

【チケット販売】
＜会館先行＞
　７月28日（火）午前10時から先着順
　〇販売方法：同館窓口
＜一般販売＞
　８月29日（土）午前10時から先着順
　〇販売方法：同館窓口
　　　　　　　他プレイガイド

沖縄で結成された男性 5人組ロックバンド
多数のヒット曲が再び注目を集める
結成25周年の今を鶴岡で！

※親子席は同館で取り扱っていません。
　他プレイガイドでご購入ください。

◀詳しくはこちらから

撮影：下坂敦俊

大好評だった「タクトおとアート」が再び！
音楽・身体パフォーマンス・美術作品展示と
鶴岡の食文化が集まるアートイベントです。
地元アーティストの様々な表現を通じて、
地域の豊かさを全身で感じてみませんか。

【問合せ】同館☎24 - 5188

イベント内容、
出演者などは
特設サイトで
情報発信中！

タクなる～夢現～
ゆめうつつ

行きタクな
る ね！

午前10時～午後７時
荘銀タクト鶴岡

●一部有料のワークショッ
　プ等あり
●前夜祭　10月３日（土）
　午後４時30分

10月９日（金）

12月13日（日）

ORANGE RANGE
LIVE TOUR

026-027

新しい世界と出会う。あなたも表現しタクなる。

10月４日（日）


